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① 巻頭言 「想定外と想定内の狭間に」 

大瀧 慈(広島大学原爆放射線医科学研究所) 
  

あの 3．11 以来，「想定外」という表現を，いろいろな場面で

見かけるようになった．「想定外」の状況に直面すると，有効な

対処法を迅速に立てられず後悔するような結果に至ることが

多々ある．とりかえしのつかない事態にもなりうることを今回の

原発事故が教えてくれた． 
データ解析をする際，フォートラン言語を使ってプログラム

を作成することがよくある．プログラムの作成過程は，「フロー

チャートの作成」に始まり，その後は，「コーディング」と「デバッ

グ」の繰り返しを経て次第に使えるものにしていくもの．通常，

複雑な処理を行うプログラムを作り上げるには，多大な労力と

時間が必要となる．この過程で，様々な「想定外」に出会い，

その解決を迫られる．それも経験を積んでくると，次第に「想定

外」のことも「想定内」に取り込まれてくるようになり，出来るだ

け不測の間違いを避けられるようなノウハウも身につけるように

なり作業効率も向上する．コンピュータというものは，少なくとも

現在使っているものは，自分が指定したことを忠実に実行しよ

うとするもので，不合理な処理や単純な間違いが含まれてい

てもお構いなしである．その愚直さがコンピュータのコンピュー

タたる所以であり，逆説的な観点からその処理結果に普遍的

価値が与えられるのであろう．であるから，コンピュータには，

その愚直さを失ってほしくはない．不完全性や整合性のない

フローチャートやスペルミスを自動的に修正してくれるようなコ

ンピュータ（より正確には，コンパイラ）があれば，それはそれ

で便利で重宝するかもしれないが，ブラックボックス化されたそ

のようなシステムは怖くて使えない．そのリスクを避けるとすれ

ば，デバッグ処理をする際，いろいろな可能性を考えて対処

せざるをえなくなる．私も，これまでプログラム作成処理を通じ

ていかに自分は詰めが甘いか，いかに不注意な人間であるか，

何度も思い知らされた．その経験から，「学生に自分の考えの

中途半端さを思い知らせるには，プログラミングを！」と思うよう

になった．歳をとるにつれていろいろな経験を積み用心深くな

ってきた．想定外であったものが少しずつ想定内になってきた

結果かも，そういえば若いときは多くの無鉄砲なことをしたよう

に思う．「想定外」は対象が未知のものである場合に起こりや

すい，対象に関して無知である場合にも同様であるがその場

合は自覚に乏しいためにさらに起こりやすい．後者の場合，勉

強さえしておけば予防できた可能性のある「想定外」となる．俗

に言う若気の至りは無知なるがゆえの特権で若者には許され

るものかもしれないが，大人がそれをすると恥ずかしい． 
年に数回は東京へ出張する．そのほとんどの機会，宿は上

野のあるホテルにしている．「何故，上野なのか」というと，上野

であれば，東京駅に近いし何かにつけてお財布に優しい，そ

れに何と言っても，地震や津波が起こった場合に，とりあえず

上野のお山に避難すればよい！新宿や池袋のような所だと，

私のような田舎者にとっては有事の際どっちへ逃げればいい

のか路頭に迷ってしまう．もっと東京のことを勉強するべきなの

かもしれないけど，自分にとって東京はあまりにも大きくて煩雑

で広いため，検討の対象に出来ていない．私にとっての東京

出張の際の宿に関する「想定内」の限界はそこらあたりにあ

る． 
 いま，日本だけでなく世界中で，「脱原発か否か」が検討さ

れている．原発システムの最大の問題は，失敗が許されてい

ないことにあるのではなかろうか．今回の福島原発事故のよう

に対策に不備があると，とてつもなく大きな損害を被ることにな

る．事故の原因が「想定外」であったなどという言い訳は，本来

許されるべきではないであろう．失敗は許されないことが事前

に分かっているから「安全です！」という表現が繰り返されたの

であり，事故は起こらないことになっていた，そのため意図的

に「想定外」にされた可能性があると疑われる．本当に，安心

できるシステムを作ろうとするのであれば，多くの失敗の積み

重ねができ，試行錯誤の許された過程を経るべきである．い

つも優等生で叱られることもなく成人してしまった「子供」は危

ない．大した根拠もなく「絶対安全です！」とか「事故は起こり

ません！」という表現がついて回っているシステムほど要注意

である．研究は高級な遊びの一種という解釈もあり，倫理的な

問題などで余程のことが無い限り制約されるべきでないとは思

われるが，あらゆる想定の下で失敗が許される程度の節度は

保つべきものと思う．原発システムも研究という側面はあるかも

しれないが，例外ではないはずである．少し考えてみたら，人

生にはいたるところに「想定外」が鏤められている．もし，そうで

なく「想定内」の連続であれば退屈極まりなく，ろくなものになり

そうもない．適当に「想定内」と「想定外」が絡み合っているの

がいいのかもしれない．研究生活もそうあればいいなと思って

いる． 
 
② ホームページ移転のお知らせ 

日本計量生物学会事務局 
 

サーバ移転にともない，日本計量生物学会のホームページ

アドレスを変更しました．新しいアドレスは， 

http://www．biometrics．gr．jp/です． 

（旧アドレス： http://wwwsoc．nii．ac．jp/jbs/） 

お手数ですが，リンクやブックマークの変更をお願い致しま

す． 

 

③ 東アジア国際計量生物会議 2012の参加登録

について 

大橋靖雄，和泉志津恵（EAR-BC2012 プログラ

ム委員会） 

 

会報 106 号にて第 1報をお知らせしましたように，国際
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計量生物学会 東アジア各支部（インド，韓国，中国，日

本）における計量生物学の振興と親睦を図るために，第３

回東アジア国際計量生物会議 （3rd East Asia Regional 

Biometric Conference 2012）が，下記のように開催され

ます．今回の会議のテーマは「Biometric Applications in 

East Asia」となり，Invited session では東アジア各支

部からの招待講演者を招き，一般講演およびポスター発表

を予定しております．詳細は，下記の会議の HP をご参照

下さい． 

参加費の割引を伴う早期参加登録は，12 月 31 日まで電

子メールにて受け付けられます．IBC2012 のプレカンファ

レンスとして，また，計量生物学のさらなる発展のために，

趣旨をご理解の上，積極的な参加をお願い申し上げます． 

 

記 

East Asia Regional Biometric Conference 2012（EAR-BC 

2012 Seoul， Korea; http://earbc2012．snu．ac．kr） 

開催日時: 2012 年 2 月 2日（木），3日（金） 

開催場所: 韓国・ソウル大学 Hoam Convention Center  

(http://www．hoam．ac．kr/english ） 

Email : earbc2012@gmail．com 

プログラムの概要： 

2 月 2日（木）  

9:00  受付開始 

9:30  開会式 

11:00  招待講演 

「New Challenges to Statistics in Clinical Trials: 

Biosimilar and rare diseases」 

12:00   昼食 

13:30  招待セッション 

「Recent research topics in the nested case-control 

studies」 

14:30  招待セッション 

「Robust inference with its application in public 

health」 

15:30  休憩 

16:00  招待セッション 

「Recent Topics in Biomedical Researches」 

17:00  一般セッション 

18:00  夕食会 

 

2 月 3 日（金） 

9:00  受付開始 

9:30  招待セッション 

「Design and analysis of clinical trials」 

10:30  休憩 

11:00  招待セッション 

12:00   昼食 

13:30  一般セッション 

14:30  招待講演 

「Improving Statistics Powers in Genome-wide 

Association Studies」 

15:30  閉会の辞 

 

④ 第 26 回国際計量生物学会議 IBC2012 の一

般演題受付開始 
大橋靖雄，松山 裕（IBC2012 プログラム委員会） 

 
第 26 回国際計量生物学会議 IBC2012 の一般講演および

ポスター発表の受付を開始しました．Invited session では世界

の Biostatistics の研究者・実務家の招待講演者をお招きし，

Short Course や市民講演会なども予定しております．計量生

物学のさらなる発展のために，趣旨をご理解の上，皆様の積

極的な参加をお願いします．プログラム等の詳細は，下記の

IBC2012 の WEB ページをご参照下さい． 
 

記 
開催日時: 2012 年 8 月 26 日（日）～31 日（金） 
開催場所: 神戸国際会議場 
一般演題： (受付期間) 2011 年 11 月 10 日～2012 年 1 月 15
日 
WEB ページ：http://secretariat．ne．jp/ibc2012/ 
 

⑤ 2012年度の年会に関するお知らせ 
和泉志津恵，高橋邦彦，手良向 聡，服部 聡

（企画担当理事） 

 
2012 年度の日本計量生物学会年会は，2012 年 5 月 25 日

（金）午後より 26 日（土）夕方まで，統計数理研究所（東京都立

川，http://www．ism．ac．jp/）にて開催されます．5 月 24 日

（木）に応用統計学会年会が，翌 25 日(金)の午前に日本計量

生物学会と応用統計学会の合同のチュートリアルセミナーが，

同会場にて開催される予定です． 

年会では，水産資源に関する特別セッション，2011 年度学会

賞を受賞された大橋靖雄氏による特別講演，ならびに研究発

表，総会が予定されています．一般講演セッションは，今年と同

様に，以下にある分野毎の演題募集を行います． 

A． 臨床試験・臨床研究，B． 臨床診断学，C． 疫学， 

D．ゲノム・バイオインフォマティクス，E．資源・環境・農業， 

F．その他 

8 月 26 日～31 日に神戸にて開催される IBC2012 へ参加され

る前に，こちらの国内大会においても会員の皆様の積極的ご

発表ならびにご参加をお待ちしております． 
 

⑥ 2012 年度統計関連学会連合大会の速報 

手良向  聡（連合大会プログラム委員会） 
 

期日：2012 年 9 月 9 日（日）～12 日（水） 

場所：チュートリアルと市民講演会：かでる 27（札幌市内）    

大会：北海道大学（札幌キャンパス） 

 

⑦ シリーズ： 計量生物学の未来に向けて 

 

数理統計学者が計量生物学に貢献するために 
                二宮嘉行（九州大学） 

 
「なんでお前が」と本記事を読む方から言われる気がかなり

するわけですが，計量生物学の未来に向けた想いを書くこと

になりました．一方，「私は数理統計学者でして」と言うと，今

度は本格的な数理統計学者からクレームがつく気もするわけ

ですが，計量生物学会員の中で私がそちら寄りであることは

間違いないと思います．そこで，私と同年代以下の数理統計

学者全体が，今後どう計量生物学に関わり，どう貢献していく

べきか，ということを考えてみたいと思います． 
この議題に対し，一つの答えのヒントとなるものが，三年前

に滞在させてもらったスタンフォード大学統計学科にある気が

します．そこでは，週に一回，通常の統計セミナーとは別に生

物統計セミナーが開催されていました．学内外の生物統計関

連研究者が一時間ちょっと講演し，その後かなり長めのディス

カッションが行われていました．スタンフォード大学統計学科
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において数理統計学を専門分野の一つとしている教授陣は，

これまで計量生物学に大きく貢献するような理論・応用研究を

グループとなって行っていますが（ちなみに，教授陣のうち半

数近くが計量生物学に貢献する研究を行っています），その

下地がこのセミナーにあるのではないかと思いました．そこは

最高峰の統計学科の一つでしょうから，行われている研究が

理想的に見えるのは当然のことかもしれませんが，模範として

みた方がいいかもしれないと思った点を二つだけ書いてみま

す． 
一点目は，応用上即戦力となるような理論の構築を目指し

ている割合が高いことです．例えば，LASSO 関連手法や FDR
はゲノム解析などで今や欠かせぬものですが，スタンフォード

関連研究者の理論の構築が大きな礎になっています．長期的

な視点で見て理論の基礎固めをおこなうことはもちろん非常

に重要なことですし，多様な研究がなされるべきであることは

真理です．また，日本の若手・中堅の数理統計学者の研究に

は，即戦力となるものがたくさんあることは事実です．一方で，

私の研究も含め，その割合がもう少し高い方がいいかもしれな

いと感じました． 
二点目は，そのような理論が複数の数理統計学者のグルー

プによって作られていることです．理論志向の強い研究者と応

用志向の強い研究者がペアになってなされた研究というのは

よく見ますし，同じバックグラウンドをもつ理論系研究者間の研

究というのもよく見ます．そこでは，それだけでなく，バックグラ

ウンドの異なる理論系研究者が目的を共有して作り上げた研

究というのも多い気がします．スター揃いと言われるその学科

でもグループで研究が行われています．もちろん日本でもそう

いったグループは存在しますが，海外の研究に負けないもの

を作るためには，目的を共有して数理統計学者どうしでもグル

ープを作る，ということがこれまで以上に必要かもしれません． 
 若手・中堅の数理統計学者が計量生物学において即戦力と

なるような理論を作るためには，計量生物学者や各分野で統

計を用いる方々と今まで以上に交流する必要があると思いま

す．またもスタンフォードの話ですが，学習理論で著名な方が

「たくさんの統計相談を受けているが，ほとんどのケースでシン

プルな手法を勧めているので，研究に繋がるのは稀」と言って

いました．正確には，半分しか英語を聞き取れないので，半分

は脳で補完してそう解釈しました．また，私を受け入れてくれ

たのは確率論の研究者といってもよい方なのですが，他分野

の研究者との統計に関する議論を定期的に行っており，それ

を楽しそうに話してくれました．当然のことかもしれませんが，

数理的な才能のある統計学者でも交流と経験は必需である，

ということを意味していると思います． 
逆に，計量生物学者や各分野で統計を用いる方々には，ま

だあまり応用研究をしていない若手数理統計学者にも興味を

もってもらいたいと思います．「あの人たちは，応用分野への

貢献に興味がなく，即戦力として使えない」と思っているかもし

れません．ちなみに，私の共同研究者もそうだったらしいです．

しかし，例えば純粋数学ではなく統計学を専門分野として選

んでいる時点で，興味がないはずはありません．私は院生のと

き「応用分野に直接的に貢献できるようになるためには経験が

必要だろうから，今は理論の基礎固めをしよう」と思っていまし

た．そのような若手は多いのではないでしょうか．機会があれ

ば喜んで応用分野の勉強をする，という若手はたくさんいると

思います．実際に私はそうだったわけでして，最近は前述の

共同研究者も「意外と使える」と言ってくれるようになり，それを

ニヤリと聞いています．ちなみに，応用的センスを秘めている

若手数理統計学者は多いと思います．数理統計学寄りから計

量生物学寄りの研究活動をするようになり，それまで以上に光

り輝いてみえるようになった若手を，私は何人も挙げることがで

きます． 
私が今思いつく理想をまとめてみます．それは，「若手・中

堅の数理統計学者がグループとなり，より積極的に各分野の

方々と交流し，そこで挙がる問題をまさに束になって解決して

計量生物学で即戦力となるような理論を築く」という状況が頻

繁に起こることです．そして，それに向け，まずは自分が努力

するしだいです．なんだかとても偉そうに書いてしまいました．

この原稿が印刷されると思うとおぞましいことこの上ないです

が，求められている記事の性質上しょうがないと諦め，このまま

寄稿させていただきます． 
 

⑧ 日本計量生物学会 2011 年度理事会議事録 
大橋靖雄，浜田知久馬（庶務担当理事） 

 
○2011 年第 4 回対面理事会議事録 
日時： 2011 年 9 月 6 日（火）12:00～13:00 
会場： 九州大学 伊都キャンパス 

センター2 号館 2 階 2202 室 
出席： 佐藤，和泉，上坂，大橋，大森，高橋，椿， 

手良向，丹後，服部，浜田，松井，松山， 
山岡（監事） 

欠席： 厳，三中，森田，三輪（監事） 
 [委任状 3 通] 

 
議事： 
1． 庶務担当理事からの報告 

庶務担当，浜田理事から現在の会員数・入退会状況が報

告された． 
学会 HP のサーバー移転に伴うドメイン名変更についての

経緯説明と，業者を通じて申請手続きを行い，ドメイン登録が

完了したとの報告があった．また提案されたレンタルサーバー

について了承された． 
 IBS ドイツ支部から，支部の Bulletin で日本支部の活動状況

を紹介したいとの申し出があり，日本計量生物学会及び 
IBC2012 の紹介記事を作成し，依頼することになった． 
  
2．会報担当理事からの報告 

会報担当，和泉理事からニュースレター107 号の発行スケ

ジュールと目次が報告された．また記事の会議名統一などの

注意点が確認された． 
 
3．編集担当理事からの報告 

編集委員長，松井理事から「計量生物学」の発行と現在の

投稿状況が報告された．また電子ジャーナル化（J-Stage）の進

行状況が報告された．公開済みは 31 巻 1 号と 30 巻 1 号，プ

レ公開済みは 32 巻特別号，31 巻 2 号，30 巻 2 号，バックナ

ンバーについても，年内に公開見込みであることが報告され

た． 
 
4． 企画担当理事からの報告 

企画担当，和泉理事より報告がなされた． 
1) 2011 年度の日本計量生物学会年会およびチュートリアル

の会計報告がなされた． 
2) 2011 年度の統計関連学会連合大会の企画セッションの実

施状況が報告された． 
3) 2011 年計量生物セミナー予定 
日時：2011 年 11 月 25 日（金）午後，11 月 26 日（土） 
会場：キャンパスプラザ京都 （京都大学と共催） 
テーマ：中間解析（25 日）・適応型デザイン（26 日） 
で実施することが報告された． 
4) 2012 年度日本計量生物学会年会およびチュートリアル予

定 
日時：2012 年 5 月 24 日（木），25 日（金），26 日(土)  
（応用統計学会と共同開催で，日本計量生物学会は 25 日
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(金)の午後から） 
場所：統計数理研究所 
特別講演：大橋靖雄氏． 座長：佐藤俊哉氏 
特別セッション：水産関係 
で検討していることが報告された． 
5) 2012 年度統計関連学会連合大会予定 
企画 1 奨励賞受賞者講演 
企画 2 日本計量生物学会シンポジウム 

「放射線の健康影響に対する生物統計家の取り組み  
－これまでの成果と新たなる展開－（仮）」 
で検討していることが報告された． 

原発職員コホートの調査結果についても報告すべきとの意

見があった． 
6) 2012 年計量生物セミナー 
「IBC2012」の開催年にあたるため，開催しない方向であること

が報告された． 
 
5． 会計担当理事からの報告 

会計担当，大森理事より報告がなされた． 
途上国援助金について，IBC2012 への途上国からの参加

者を増やすために，増額を検討した結果が報告された．  
LOC 丹後組織委員長，厳財務委員長の依頼に基づき，

IBC2012 の準備のため，3，000，000 円を LOC に貸し付けるこ

と が 提 案 さ れ 了 承 さ れ た ． 貸 付 期 間 は 2011/10/1 か ら

2012/9/30 の１年間（無利子）である． 
学生会員を増やすために，新規の学生会員は会費を 1 年

間免除することが提案され，会則上に問題がなければ実施す

ることになった．  
本部への送金や途上国援助の予算の算出について，円相場

を反映して見直しを検討することになった． 
 
⑨ 第 26 回国際計量生物学会議 IBC2012 関連 

 

○IBC2012 に積極的参加を！ 

          丹後俊郎（IBC2012 組織委員長） 

 
来年 8 月末に，いよいよ IBC2012 が神戸で開催となる．今

回の Online Submission は IBS 本部のシステムを利用すること

になり，その打ち合わせ等で 1 ヶ月近く遅れて 11 月 10 日の

受付開始となってしまった．一般演題の受付期間は 2012 年 1

月 15 日までなので，国内会員の皆様や興味をお持ちの方々

の積極的な参加を期待したい．また，IBC2012 への早期割引

の事前登録は 2012 年 1 月 4 日開始を予定しているので，会

員となっていない関係者の方々もこの機会にぜひともご参加

いただき，世界の Biostatistics の最先端の研究者らとの相互

交流を深めていただければ幸いである． 

 

○第３回組織委員会議事録 

         丹後俊郎・山岡和枝（組織委員会） 

 
日時：9 月 5 日（月） 12:00～13:00 

場所：九州大学伊都キャンパス センター２号館２階 2202 室 

出席：浜田知久馬，厳 浩，岩崎 学，大橋靖雄，松山 裕， 

南美穂子，三輪哲久，大森 崇，佐藤俊哉，丹後俊郎，

上坂浩之，山岡和枝 

    （オブザーバー：北村直子・山田詩恵（リンケージ）） 

欠席：岸野洋久，椿 広計，森川敏彦 

 

議事： 

１．丹後俊郎組織委員長より，Executive Director Dee Ann 

Walker IBS 事務局長との打ち合わせについて，まず Abstract

に関する演題登録システムについてこれを利用すること，その

利用料金は$7000 であることが確認された．今後はIBS 本部の

システム担当の Abaggett 氏と大橋靖雄プログラム委員長が連

絡をとって進めていくことになった．次に IBS 本部では 9 月半

ばくらいから広報活動も行うので，特に WEB での宿泊やツア

ー関係の情報を早く出してほしいと依頼があったことが報告さ

れ，これに関しては佐藤俊哉総務委員長が順次 WEB に更新

していく手配をしていることが確認された．さらに，第 2 回組織

委員会の IBS 本部への報告として Minutes of The 2nd 

Face-to-Face IBC2012 LOC Meeting を Organizing President 

Kaye Basford IBS 会長らに提出したこと，オタワの ISCB2011

での宣伝活動について報告があった． 

２． 運営委員会からは，山岡庶務委員より WEB 更新の現状，

2011 年度第 4 回 NL 原稿（11 月締め切りの予定）までに the 

second announcement の作成をすること，これに関しては丹後

組織委員長と案を作成しリンケージに作成してもらい，LOC メ

ール委員会で確認後，NL 原稿として送付する予定であること

が報告された． 

３．プログラム委員会からは，大橋靖雄プログラム委員長から

Invited Session（IS）の最終選択結果は 9 月 5 日に報告とのこと

であったが，まだ連絡が来ておらず，それが着次第 LOC 委員

会に連絡するとの報告，Contributed Paper の査読方針などの

現状報告があった．abstracts の分類に関しては，現在案を

Christine IPC 委員長と Kaye 会長に送付し検討中であること，

口頭発表とポスター発表については会場でのポスターの掲載

可能数に併せて，半日交替，1 日交替，前半･後半などの運

営を行うことになった．Biometric Showcase と JABES Showcase

については大橋委員長から IPC 委員長に内容や具体的作業

などについて問い合わせて対応することになった．セッション

開始時間は三宮市内などからの参加者の便宜も考え，9：00

から開始するようにすることが確認された．サテライトミーティン

グについては現在検討中であるが，統計関連学会連合大会

の開催は IBC2012 とは少し期間が開くので，これは念頭に入

れないことになった．IBC2012 開催に当たり支援を受ける神戸

市長は Welcome Reception に招待すること，オープニングセッ

ションに招待する範囲について IBS 本部等に連絡をとり確認

することになった．  

４．財務委員会からは，厳浩財務委員長から進行状況につい

て報告があった．まず，リンケージとの受託契約に関しては，リ

ンケージの慣例に倣い，特に契約書は交わさず議事録をもっ

て代替とする方針であることが報告され承認された．日本計量

生物学会から IBC2012 への運転資金として 300 万円借り受け

ることを 6 日の理事会に申し入れること，収支管理などの募金

活動，会計管理の方針等について報告された．寄付金募集

のための趣意書は 1 ページ程度の簡単なものとし，日本計量

生物学会のパンフレットとともに企業に送付するとの報告があ

った．寄付金については税制上の控除の必要の有無により

IBC2012 事務局の銀行口座に直接あるいは財団経由で振り

込みを受ける方針が承認された．学術会議関係は山岡庶務

委員が，神戸市関係の財団寄付については厳財務委員長が

担当として手続きを進めることになった．プログラムへの広告，

展示，企業展示などについて 3 委員長が相談し依頼を進めて

いくことになった．  

５．総務委員会からは，佐藤俊哉総務委員長より，現在の進

行状況について報告があった．エクスカーションでは奈良観

光，うず潮ツアー，六甲山のハイキングツアーも選択肢に加え

ること，有馬温泉，広島ツアーなどの案内も出すことなども検

討することになった．宿泊プランに関しては，学会割引のホテ

ルがポートピアホテル，クオリティホテル神戸，ホテルパースシ

ティ神戸の 3 カ所であり割引率の交渉をさらに行っていること，
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その他のホテル情報などについて，および空港からのアクセ

スについても MK タクシーの英文サイトへのリンクの許可をもら

ったことなどが報告された． 

６．市民公開講座については，三輪哲久委員長より進行状況

について報告があり，プログラム案が提案された．さらに農業

環境技術研究所の後援としてプログラムに加えたいとの提案

があり，承認された． 
 
⑩ 2011 年度統計関連学会連合大会報告 
和泉志津恵，高橋邦彦，手良向 聡，服部 聡 

（企画担当理事） 

 
2011 年度統計関連学会連合大会は，9 月 4 日～7 日に福岡

市で開催されました．4 日はアクロス福岡において 2 つのチュ

ートリアルと市民講演会，5 日～7 日には九州大学伊都キャン

パスにおいて企画・一般セッションが開催されました．初日に

行われた日本計量生物学会による 2 つの企画セッション「非

劣性試験における統計学的課題」，「日本計量生物学会奨励

賞受賞者講演」には多くの方に参加いただきました． 
 
○日本計量生物学会シンポジウム「非劣性試験における統計

学的課題」 
 
非劣性試験の方法はすでに実際の臨床試験で広く用いら

れており，しばしば医薬品開発において重要な役割を果たし

ています．非劣性マージンの選択をどのようにするかがしばし

ば問題とされますが，アッセイセンシティビティを如何に示す

か，解析対象集団を如何に定義するかなど様々な本質的な

問題点が残されています．本シンポジウムでは，難問が山積

のこの分野を少しでも発展させるべく企画されました． 
安藤氏（医薬品医療機器総合機構）からは，FDA ガイダン

スやこれまでの審査の経験などをふまえた包括的なレビュー

がなされました．田中氏（京都大学）からは，非劣性試験の報

告に関するシステマティックレビューの結果が報告されました．

後知恵的に非劣性試験による証明を適用したと思われる報告

も実際にはなされており，適切な報告の重要性が強調されま

した．浅川氏からは，ロシュ社で実施された非劣性試験のデ

ザインの詳細を，そこで用いられた非劣性マージンの選択法

の理論的背景まで含めて紹介されました．比較的新しい方法

を実際問題に取り入れた例であり，国内で実施される臨床試

験でも積極的に新しい方法論が導入されることが望まれるよう

に感じられました．飛田氏（医薬品医療機器総合機構）からは，

アッセイセンシティビティを統計的に適切に評価した上で，非

劣性を評価する新しい方法論についての解説がなされまし

た． 
講演は医薬品の許認可の経験に関わるものから，方法論の

開発に関するものまで，産官学のそれぞれの立場からの幅広

い内容をカバーするものであり，たいへん興味深いものでした．

本シンポジウム会場には，実際の医薬品開発にかかわる方を

はじめとする多くの方にご参加いただき，またフロアからも活発

な質疑が出され，この問題の関心度の高さがうかがえました．

シンポジウムを通じて，この分野には解決が望まれる問題が多

く残されていることが再認識されたように思われます．今後ま

すますの発展が期待されます． 

 
 
○「2011 年度日本計量生物学会奨励賞受賞者講演」 

2011 年度の日本計量生物学会奨励賞を受賞された竹内文

乃氏（東京大学），田栗正隆氏（横浜市立大学）より，それぞ

れの受賞対象論文に関する講演が行われました．竹内氏から

は疫学研究における複数のバイアスの影響を確率的感度解

析によって評価する方法と適応事例が紹介されました．また，

田栗氏は食物摂取量データに内在する測定誤差の影響を考

慮した階層的回帰モデルを紹介されました．これらの講演に

対して誤分類あるいは真値の定義などについて議論がなされ

ました．両論文とも，現場の問題を解決するというデータ解析

の立場から理論的発展が期待できる研究テーマと思います．

受賞者の方々の今後のご活躍を期待いたします． 
 

 
竹内氏 田栗氏 

 
 
⑪ 2011 年第 2 回計量生物学講演会報告 

上坂浩之(大阪大学) 
 

本講演会は，大阪大学医学系研究科医学統計学における

集中講義の講師として濱崎俊光准教授の招きで Novaritis 

Pharma の Frank Bretz 博士が来阪されたのを機に，京都大学

医療統計，大阪大学医学統計学および日本計量生物学会の

共催として開催された．講師を招待された濱崎准教授に感謝

いたします． 

 臨床試験では複数の評価変数に関して複数の試験治療を

比較する状況によく遭遇する．このような状況において，複数

の主要な仮説と複数の副次的な仮説を設定し，これらの仮説

全体の族に構造を与えた上で，多重性を考慮した検定法とし

て Gatekeeping procedure が開発された．この方式は大変有

用で強力な方式であるが，統計家以外の臨床試験関係者に

とっては理解が難しい．そのため，臨床試験関係者が理解し

やすいことと，gatekeeping procedure と同様の問題に適用しう

る方法として，Bretz 博士らによってグラフを用いた検定方式

が提案された．本講演では，この検定手順の考え方と方法が

紹介された．本方式では，仮説構造，有意水準の各仮説への

分配，および検定手順が，仮説間の矢印とそこに示された有

意水準の分配割合によって視覚的に示される．例を用いてこ

の方法がわかりやすく解説された．本方式では上位の仮説群

と下位の仮説群の間の独立性条件を課さないことにより，

gatekeeping procedure より，上位仮説に関する検定がより強

力になりえることが例示された．例示における仮説の構造化の

 
浅川氏 飛田氏 

 
安藤氏 田中氏 
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方法と，独立性条件を課さないことについて質問と議論がなさ

れた． 

講演に関する詳しい紹介は Bretz，F．， Maurer， W．， 

Brannath， W． and Posch， M． A graphical approach to 

sequentially rejective multiple test procedures． Statistics in 

Medicine 2009; 28: 586-604．および Bretz， F．， Maurer， 

W． and Hommel， G． Test and power considerations for 

multiple endpoint analyses using sequentially rejective 

graphical procedures ．  Statistics in Medicine 

2011;30:1489-1501 を参照されたい． 
 

 
2011 年第 2 回日本計量生物学会講演会講演中の Bretz氏 
 
 
⑫ 学会誌「計量生物学」への投稿のお誘い 

松井茂之，三中信宏 （編集担当理事） 
 
 本学会雑誌である「計量生物学」に会員からの積極的な投

稿を期待しています．会員のためになる，会員相互間の研究

交流をより一層促進するための雑誌をめざすため，以下の 5
種類の投稿原稿が設けてあります． 
 
1． 原著（Original Article） 

計量生物学分野における諸問題を扱う上で創意工夫をこら

し，理論上もしくは応用上価値ある内容を含むもの． 

2． 総説（Review） 
あるテーマについて過去から最近までの研究状況を解説し，

その現状，将来への課題，展望についてまとめたもの． 

3． 研究速報（Preliminary Report） 
原著ほどまとまっていないがノートとして書き留め，新機軸

の潜在的な可能性を宣言するもの． 

4． コンサルタント・フォーラム（Consultant's Forum） 
会員が現実に直面している具体的問題の解決法などに関

する質問．編集委員会はこれを受けて，適切な回答例を提示，

または討論を行う．なお，質問者（著者）名は掲載時には匿名

も可とする． 

5． 読者の声（Letter to the Editor） 
雑誌に掲載された記事などに関する質問，反論，意見．  
 
論文投稿となると，「オリジナリティーが要求される」，「日常

業務での統計ユーザーにとっては敷居が高い」などを理由に

二の足を踏む会員が多いかもしれませんが，上記の「研究速

報」，「コンサルタント・フォーラム」は，そのような会員のために

設けられた場であり，活発に利用されることを特に期待してい

ます．いずれの投稿論文も和文・英文のどちらでも構いませ

ん． 
2004年度から学会に3つの賞が設けられ，その一つである

奨励賞は，「日本計量生物学会誌，Biometrics，JABESに掲載

された論文の著者（単著でなくても第1著者かそれに準ずる

者）で原則として40歳未満の本学会の正会員または学生会員

を対象に，毎年1名以上に与えられる賞」です． 最近は，履

歴書の賞罰欄に「なし」と書くと公募の際に引け目を感じるくら

いです． ここ数年，「計量生物学」に掲載された論文が受賞し

ており，今後もこの傾向は続くものと見込まれます．特に，上

記の条件を満たす方は，ご自身の研究成果の投稿先として

「計量生物学」を積極的に検討されてはいかがでしょうか． 

また，特に最近の計量生物学の研究に関しては，英語の総

説はあっても，日本語で書かれたよい総説・解説が存在しな

い分野やテーマが多く見受けられます．日本語での総説論文

は，多くの会員に有益な情報を提供すると同時に大変貴重な

ものになりますので，その投稿は大いに歓迎されます． 

なお，論文の投稿に際しては，論文の種類を問わず，雑誌

「計量生物学」に記載されている投稿規程をご参照ください．

会員諸氏の意欲的な論文投稿を心よりお待ちしております． 
 
⑬ 編集後記 
 来月には師走を迎え，2011 年が締めくくられる．この 1 年を

振り返えると，3 月に発生した震災関連のニュースが記憶の大

半を占める．本学会の会員名簿によると，少数の会員が被災

されたようだった．私を含めて残りの会員の多くが，震災と何ら

かの関わりがあったのではないかと推測される．震災から 8 ヶ

月の間で，徐々に生活面が改善されつつあるが，復興への支

援はこれからも時間をかけて必要であろう． 
この震災の影響は学術界にも広がった．幾つかの学会では，

国内での大会を延期や中止にしたようだ．会場や開催時期を

変更して開催された大会もあった．震災後約 3 ヶ月であったが，

幸いにも，本学会の年会は予定通りに開催することが出来た．

これはひとえに，大会関係者と会員のみなさまのご協力とご尽

力の賜であったと思う． 
福島の原子力発電所の事故後の放射線影響調査では，本

学会の会員が幾つかの分野において携わっている．研究デ

ザインの提案，データ収集法の検討，データ解析方法の開発

などの数多く場面において，計量生物学者が活躍できる状況

にある．今年度の連合大会では，「大震災の科学的評価と人

間行動」についてのセッションが統計学会連合により企画され

た．ここでは，原子力発電所の事故後の調査などの貴重な講

演を拝聴できた．このセッションに関連して，2012 年度連合大

会での日本計量生物学会シンポジウムを企画中である．シン

ポジウムでは，放射線の健康影響調査において講演者がこれ

までに培った経験や知見をご紹介いただき，震災後の復興に

おいて計量生物学者が何をどのように貢献できるのかを議論

できればと，希望している．原子力発電所の事故による環境

や生態系への影響を調査する研究では，計量生物学者のこ

れまで以上の活躍が望まれるだろう．このシンポジウムを契機

に，復興に向けた力強いメッセージを会員の皆様と一緒に社

会へ発信していきたいと考える． 
これから迎える 2012 年は，本学会にとって，華やかな年に

なりそうである．2 月には EAR-BC2012，5 月には年会，8 月に

は IBC2012，9 月には連合大会でのシンポジウムなどが開催

予定である．国際計量生物学会の東アジアにおける支部間の

交流が，EAR-BC や IBC においてさらに発展することを願う．

最後に，会員のおひとりおひとりに，来年はさらに幸せな出来

事が起こりますように，お祈り申し上げます． 
（九州の由布岳より） 
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